

















図版画約1,000点､ 定期刊行物120種余り｡ 特に重要なものとして､ マル
コ・ポーロ 『東方見聞録』 の各種刊本54種､ 中国地方語辞書500冊､ 日
露戦争資料約300冊､ 各国の中央アジア探検隊の調査報告等が含まれて
います｣｡













重書､ 洋書､ 地図版画､ 定期刊行物など東洋文庫蔵書の各ジャンルを構
成してきたのである｡
しかし､ その後100年近くの歳月を経て､ モリソン文庫以後に収集さ








ベースにより､ 蔵書の中からモリソン文庫を抽出し､ 展示する｣ ことに
より､ 改めてＧ. Ｅ. モリソンが何を集めてきたのかを概観できるよう
にすることが､ 今回の作業の課題であった｡
２. ｢モリソン文庫資料検索データベース｣ の概略
幸い､ 東洋文庫ではすでに和書､ 洋書､ 中国書など主要な資料の書誌
データベース遡及入力が完了しており､ 基盤となるデータベースはでき
あがっていた｡ そこで新たなデータベースを一から構築するのではなく､
既存の書誌データに､ モリソン文庫であることを示すフラグ (仮に ｢モ
リソンフラグ｣ という) を立て､ そのフラグが立っているものだけを対
象に検索を行うプログラムを新たに設計することとなった｡












ただしこちらは､ 東洋文庫では洋書､ 和書､ 中国書でそれぞれ分類体系
が異なっているため､ 横断検索は断念することとし､ 検索対象をモリソ























資料現物を確認し､ モリソン文庫の特徴であるＧ. Ｅ. モリソンの蔵書
票の有無の確認を行った｡ この作業が主に筆者の担当するところとなっ
た｡






























ここで 『モリソン文庫目録』 について､ 筆者が理解した範囲で特徴を
記してみたい｡
この目録は Part１,２の２巻からなり､ Part１にＧ. Ｅ. モリソン自身
による前書き､ 目録出版時に記されたモリソンの伝記および英語の文献
目録を収録している｡ Part２に仏語､ 独語､ オランダ語､ ロシア語など
を含む十数か国語の文献目録と､ 年代順のマンデヴィル (Sir John
Mandeville) とマルコ・ポーロコレクションの目録､ 図版類の目録を収
録している｡ 文献目録は単行書､ 多巻もの､ 小冊子､ 抜刷り・ビラの類､
雑誌記事・論文などが区別なく一緒に掲載されている｡
Part１, ２ともにそれぞれの言語別の目録は､ それぞれの文献に付さ
れた､ いわゆる ｢キーワード｣ のアルファベット順に配列されている｡
このキーワードは多くの場合人名 (著者､ 伝記の被伝者など)､ 団体名
であり､ そうでない場合は書名のことが多かったが､ 地名､ 事件名など
も見受けられた｡ このほか Part１では Blue books, Consular reports,






















































『モリソン文庫目録』 で Customs, Imperial Maritime の見出しの下に
集まっているもの､ 例えば                             . Statistical
department. I. Statistical series. no.3. Returns of trade at the treaty
ports. (Shanghai : printed at the Customs Press) などは､ ほぼすべて
が検索できなかったものとして残されていた｡ 再三試みてみたものの､
確かに洋書のデータベース､ 中国書のデータベースいずれからも見つけ
ることができなかった｡ 苦心していたところ､ 東洋文庫図書部 (以下､
｢図書部｣) の職員の方々から､ 清末の海関報告書の類が雑誌の書庫に多












ボール箱からこれらの資料のオリジナルの ｢表紙だけ｣ が見つかり､ そ









次に見つけるのが困難だったのは 『モリソン文庫目録』 で Consular
reports, Treaties などという見出しの下に集められている文献であった｡
これらの大半は､ 前述の海関資料探索が一段落した後､ その経験をもと




主なもののひとつは                                                 -- London : printed for H.M.S.O. (1862/64 (1865) ～
1885 : pt. 1-2を所蔵､ 欠あり) や                                                                        . -- London : printed
for H.M.S.O. (1897 (1898) -1904 (1905), 1906 (1907) -1914 (1915) を
所蔵) など報告書類で､ 中国各地､ マカオ､ 台湾､ 日本､ 朝鮮半島､ タ
イ､ ベトナム､ フランス植民地のものが確認できた｡ このほか個別のテー
マに関する                                          といっ














上記 (２)・(３) の資料を探している間に､ その近辺の書架から ｢未






あるかを探してみることにした｡ GOOGLE BOOK の画像情報なども参
照することにより､ これらの紙片は                                                                        の中国､ 日本､
朝鮮半島､ タイ､ ロシアに関する部分を切りとったものであろうと推測
された｡ 中国と日本は1863年から1906年､ 朝鮮半島は1883年から1905年､
対は1893年から1897年､ ロシアは1903年から1905年のもの､ 及び              そして､                                                                                                                                                                                                                                  の中国と日本の部分が確認された｡ ま




これらには ｢モリソン蔵書票｣ は貼付されていなかったが､ 『モリソ













































確認できなかったものを､ 改めて 『モリソン文庫目録』 の記載とつき
合わせ､ 図書部の職員の方々と相談しながら ｢モリソン文庫なのかどう
か｣ を総合的に判断する､ というのが筆者の次の作業となり､ 東洋文庫
での実務研修期間が終了する平成23年６月までをこれに費やすこととなっ




















記憶に残る例として､                                                                / carried out and described under the
orders of H.M. Indian government by M. Aurel Stein. (2 v.) -- Oxford :
Oxford University, 1907. がある｡ 書庫の所定の位置には全く同じもの
が２セットあり､ ひとつは著しい水濡れの痕跡があり､ もうひとつは状
態のよいものだった｡ 水濡れしたものは近年の改装がなされており ｢モ
リソン蔵書票｣ がなく､ 状態の良いほうには､ ｢モリソン蔵書票｣ と一
緒に ｢丸善｣ と印刷されたシールが貼付されていた｡
筆者はこれらについて､ ｢水濡れの被害が著しいため丸善で同じもの

























所蔵していないケースがあった｡ 国内書店のシールには､ 丸善､ 紀伊国
屋､ 十字屋､ 教文館､ Kelly & Walsh Yokohama､ などがあった｡







結局図書部の職員の方々と相談した結果､ ｢モリソン｣ ではなく ｢保
留｣ というフラグを立てることとし ｢モリソン蔵書票と書店のシールが



























として ｢モリソン蔵書票は貼付されていない｣ ｢他に所蔵なし｣ ｢『モリ








票｣ を失ったと思われるものが多いため､ 原則として 『モリソン文庫目



































もうひとつは､ 先に述べた ｢モリソン文庫資料分類検索｣ に定期刊行
物､ 和書､ 中国書など現在検索対象外のものにも何らかの形で洋書と同
じ分類記号を付加し､ 分類検索が可能になればよいということである｡
分類検索は､ 居ながらにして分野ごとにＧ. Ｅ. モリソンが集めたも
のを一覧し､ その世界を垣間見ることができる興味深い手段である｡ し
かし､ 今回触れた海関資料､ 英国外交資料などは定期刊行物として整理



































(６) ｢東洋文庫の六十年｣ 榎一雄著､ 東洋文庫刊 1977 p.26
(７) 書誌データベース検索で同定できたものの現物蔵書票確認が残っていた
が､ これは､ 新館移転作業を間近に控えていたことから､ 後述のモリソ
ン文庫抽出作業時に行った｡
(８) たとえば                                                                                                  .
(Treaty series; no. 21 (1900)) にはモリソンのサインがあった｡
(９) たとえば､                                                                 : Printed for H.M.S.O. [1905] (Treaty series;
no. 25 (1905)) には､ このような書き込みがあった｡
(10) 『モリソン文庫目録』 では､ Part１ p. 745に [United States. Foreign
Relations.] をキーワード見出しとして､  Corea 1883-1888 inclusive… 
と国名と所蔵期間をあげたあと､ The numbers on the envelopes refer
to the volumes from which papers are taken. The extracts complete
and comprised every papers published by The United States in the
17
             regarding China, Siam and where interests are more
also of China-Japan and Russia…のように記載されていた｡
(11) 『石田幹之助著作集４ 東洋文庫の生まれるまで』 六興出版 1986 p. 51-
58に詳しい｡
(12) 同上 p. 54から引用
(13) 逆に海外の旧蔵者の蔵書票とモリソンの蔵書票が一緒に貼付されている
ものは､ モリソンの入手歴を語るものと想像され興味をかきたてられた
(たとえばアーネスト・サトウとモリソンの蔵書票が貼られている例が
あった)｡
(14) 『モリソン文庫目録』 では雑誌掲載論文なども１件に数えている場合が
あるため､ 東洋文庫の規則にしたがって作成した書誌データの数とは違っ
た数値となる｡
(国立国会図書館司書)
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